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あらまし：小中学校の教科の学習や課外活動で野外観察が行われている。例えば、地域の動植物の生息

を調査する野外観察では動植物の写真や観察された地図上の位置を記録する。これらの記録のために記

録用紙と GPS専用機、デジタルカメラを使用することが多いが、記録媒体が複数ある、情報をまとめ直

す手間がかかる、GPS専用機を誤操作してしまう、という問題点がある。本研究では野外観察で複数の

記録媒体を使うことに対する問題点を解決することを目的としたモバイル端末アプリケーションを作

成した。 
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1. はじめに 
小中学校では、教科の学習や課外活動で野外観察

が行われている (1)。野外観察中の記録媒体は、基本

的に紙の記録用紙・カメラなどを用い、その他に観

察・調査の目的、対象、場所を考慮して必要なもの

を準備する (2)。観察場所を正確に記録したい場合に

は GPS 専用機などを用いて緯度経度を記録する。こ

れらのように野外観察では記録媒体を複数用いるこ

とがあり、荷物が増える、一度記録した情報をまと

め直す手間がかかるという問題がある。また、まと

め直す作業中に誤って情報を入力する可能性もある。

例えば、沖縄県北部で「希少野生動植物の密猟・盗

掘等の防止」などを目的として行われている林道パ

トロールでは、GPS 専用機を用いて位置情報を記録

している (3)。パトロールに参加する地域住民は林道

パトロールに参加するときのみ GPS 専用機を使用

するため、その使用方法に慣れておらず記録中に

度々誤操作してしまうことがある。 
本研究では文字、写真、位置情報をひとつのアプ

リケーションで記録する野外観察向けアプリケーシ

ョンを作成する。記録用紙・GPS 専用機・カメラな

ど記録媒体が複数あることにより情報をあとからま

とめ直す手間がかかることや不慣れな観察者が GPS
専用機を誤操作してしまうことを解決する。 

 
2. 実施端末で位置情報を取得する仕組み 
本研究では、iPad Air2 セルラーモデルを実施端末

とする。実施端末はデジタルコンパス、Wi-Fi、
Assisted GPS および GLONASS、携帯電話通信、

iBeacon マイクロロケーションの仕組みを組み合わ

せて位置情報を取得している (4)。 
作成するアプリケーションでは Assisted GPS およ

び GLONASS、携帯電話通信を使用して位置情報を

取得する。 
 

3. 作成したアプリケーション 
野外観察で記録する項目は沖縄県の住民らで実施

されている林道パトロールの記録項目に準じた。ま

た、記録したデータを有効的に活用するために、記

録を見返す機能を実装した。 
アプリケーションには大きく分けて、「記録する機

能」と「記録を見返す機能」の 2 つの機能を持つ。

林道パトロールにおける記録方法の問題点を解決す

るために、「記録する機能」に実装した機能は以下で

ある。 
(1) その日の状況とパトロール記録を CSV ファイ

ルに保存する（写真はカメラロールまでのパス

が保存される）。 
(2) カメラボタンを押すとカメラが起動する。 
(3) 位置情報（場所）は、ボタンを一度タッチする

ことにより記録する。 
「記録を見返す機能」の主な機能は以下のようにな

っている。 
(1) リスト表示と地図表示を選択できる。 
(2) 地図表示には、記録した位置情報を基にピンが

表示される。 
(3) 記録の編集・削除ができる。 
 
4. 検証 
作成したアプリケーションを林道パトロールで使

用し野外観察での位置情報の記録が可能かを確かめ

た。2014 年 11 月 14 日の沖縄県大宜味村の田嘉里か

ら浜、大国林道、大保、ヌーハを通るルートの夜間

の林道パトロールで実施端末で位置情報を取得した。
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樹木が覆うルートであったがほとんどの区間で位置

情報を取得できた。 
また、2015 年 1 月 16 日夜間に実施された同ルー

トの林道パトロールで参加した地域住民 4 名に作成

したアプリケーションを使用して観察を記録した。

地域住民らにアプリケーションの操作性等をヒアリ

ングした結果は次のとおりである。 
(1) 質問「パトロール内容の「場所」を記録する際、

GPS機器を使用した時と比べて記録しやすかったで

すか？（はい、いいえ、かわらない）」 
回答 「はい」が全員 
(2) 質問「アプリケーションを使用してみて良かっ

た点」 
回答「使いやすい」、「データをトータル管理できる」、

「GPS専用機を利用した記録やメモする手間が省け

ること」など 
(3) 質問「アプリケーションを使用してみて、困っ

た点・悪かった点」 
回答「誤入力時、その場で再編集がしたい」、「カメ

ラにライトがほしい」、「温度湿度の記入欄がほしい」

など 
ヒアリング結果から、作成したアプリケーション

によって前述した問題点は次のように解決できた。

(1) 記録媒体をアプリケーションひとつに統合する

ことにより、GPS 専用機を利用した記録やメモする

手間が省けること、写真が同時に撮れること、記録

媒体をアプリケーションにまとめることができ、複

数媒体での記録方法が改善された。 
(2) これまでパトロール中に記録用紙・GPS 専用

機・カメラなどを用いて別々に記録していたデータ

は、作成したアプリケーションだけを使い、ひとつ

のアプリケーションにデータを記録できることから、

データの管理方法が改善された。 
(2) GPS 専用機より操作を簡単にするため、アプリケ

ーションのボタンを一度タッチするだけで位置情報

を取得できるようして解決した。「パトロール内容の

『場所』を記録する際、GPS 機器を使用した時と比

べて記録しやすかったですか？」という質問にヒア

リング対象者全員が「はい」と回答したことから、

GPS専用機と比べて簡単に記録する方法を実現でき

た。 
以上 3 点の他に、「使いやすい」という意見が多か

ったことから、文字やボタンを大きめに配置した UI
デザインが適していたことがわかった。また「パト

ロールだけでなく、植物・動物など種別ごとのデー

タ管理にも使える」という意見から、アプリケーシ

ョンが野外観察に適していることがわかった。 
 

5. 今後の課題 
作成したアプリケーションの「記録する機能」は、

従来の林道パトロールの記録項目に合わせたもので

ある。ヒアリング調査にて記録項目を増やしたいと

いう意見が多く挙げられた。その結果を参考に、3
つの機能を新たに実装する。 

(1) 観察開始・終了時画面にメモ欄をつくる 
(2) 観察中に記録を編集する機能をつける 
(3) 温度・湿度の記入欄をつける 
それにより、今までよりも詳細に野外観察の記録

が可能になる。 
また、作成したアプリケーションは、記録した

CSV ファイルや写真をエクスポートする機能を備

えていない。そのため、記録内容をアプリケーショ

ン以外で活用したい場合、アプリケーション利用者

が自力で端末からデータを抽出する必要がある。記

録データをより有効的に利用するため、記録データ

圧縮し電子メールに添付する方法の検討が必要であ

る。 
 
6. 結論 
野外観察で位置情報は記録すべき情報である。野

外観察の記録方法には「記録用紙・GPS 専用機・カ

メラなど記録媒体が複数ある」「情報をあとからまと

め直す手間がかかっている」「GPS 専用機を誤操作

してしまう」という問題点があり、本研究では、こ

れらの記録方法の問題点を解決するために、モバイ

ル端末アプリケーションを作成した。 
「記録用紙・GPS 専用機・カメラなど記録媒体が

複数ある」という点は、記録媒体をアプリケーショ

ンひとつに統合し解決した。「情報をあとからまとめ

直す手間がかかっている」という点は、CSV ファイ

ルにまとめて保存し解決した。「GPS 専用機を誤操

作してしまう」点は、GPS 専用機より簡単な操作で

位置情報を取得できるようにし解決した。作成した

アプリケーションを野外観察（林道パトロール）で

使用し、位置情報の取得や操作性を確かめた。 
今後は、ヒアリング調査の結果を参考に「パトロ

ール開始・終了時の画面にメモ欄」「パトロール中に

記録を編集できる機能」「温度・湿度の記入欄」およ

び「記録内容をエクスポートする機能」を実装する

ことにより、野外観察中のアプリケーションの利便

性を高め、野外観察後に記録したデータを活用し易

くなると考える。 
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